































































 ⾼岡市と射⽔市を結ぶ路⾯電⾞「万葉線」は、平成になってから 10 年で利⽤者数
が 25％も減少、かねてより運営事業者は撤退の意思を表明していたが、1995 年に国
からの⽋損補助が途絶えたことからいよいよ深刻な局⾯を迎えた。種々の議論の末存






















 2004 年 8 ⽉に南海電鉄は和歌⼭と貴志を結ぶ貴志川線からの撤退を表明した。⽣
活の⾜を確保することを⽬的に地域住⺠の存続運動が始まったが、⼿探りの運動に指
針を与えたのが市⺠活動先進地の取り組み事例であった。そのひとつとして万葉線の
再⽣に注⽬が集まり、2004 年 11 ⽉、和歌⼭においてラクダキャラバンが開催された。
公共交通の価値や⽣活への影響などの基本的な話から軌道と運⾏を分けて考える上下
分離⽅式による運営⼿法や市⺠活動の盛り上げ⽅など具体的なノウハウが伝えられた。
幸い岡⼭電気軌道が引き取り事業者として名乗りを上げ、2006 年 4 ⽉和歌⼭電鐵と
して運⾏を開始した。 

































































































































































































































































































 2009 年 12 ⽉、富⼭市内線を環状化した「セントラム」が開業した。また、2010
年 3 ⽉には、パリで⼤成功している貸し⾃転⾞システムが⽇本ではじめてサービスを
開始する。今や富⼭は公共交通や都市ぐるみの環境活動で全国的な注⽬を集める都市
になっている。この素材活かし、富⼭からこれからの⽇本に求められる⽣活像を提案
できるよう、今後も本プロジェクトを継続的かつ実質的に取り組んでいきたい。 
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